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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ε － フ ィ ル タ は 、 基 本 的 に 、 振 幅 の レ ベ ル の 変 化 量 に 対 し て 非 線 形 関 数 を 適 用 し て 得 た
値 を 元 の 画 像 信 号 か ら 減 算 す る よ う に 作 用 す る も の で あ る 。 こ の 非 線 形 関 数 は 、

出 力 を ０ と す る 関 数 で あ る 。 す な わ ち 、 ε － フ
ィ ル タ を 適 用 し た 場 合 、 画 像 中 の 、 振 幅 が 前 述 閾 値 よ り 大 き い 部 位 で は 、 非 線 形 関 数 の 出
力 が ０ で あ り 、 処 理 後 の 画 像 に お い て は 、 そ の 部 位 の 元 の 信 号 が 保 持 さ れ る 一 方 、 振 幅 が
前 述 閾 値 以 下 の 部 位 で は 、 処 理 後 の 画 像 に お い て は 、 そ の 部 位 の 信 号 値 が 元 の 信 号 値 か ら
非 線 形 関 数 の 出 力 （ そ の 絶 対 値 が ０ よ り 大 き い ） を 引 い た 値 に な る 。 こ う す る こ と に よ っ
て 、 い わ ゆ る ノ イ ズ で は な い が 、 小 振 幅 の 明 暗 変 化 を 呈 す る シ ワ や 、 シ ミ な ど の 部 位 に お
い て 、 明 暗 変 化 が 平 滑 さ れ 、 シ ワ 、 シ ミ な ど を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 振
幅 の 大 き い エ ッ ジ 部 分 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

信 号 の 振
幅 が 所 定 の 閾 値 （ ε ０ ） よ り 大 き い と き 、



【 図 １ 】
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